大阪府附属機関条例の改正（概要）

政策企画部企画室計画課／総務部契約局建設工事課／健康医療部保健医療室健康づくり課／教育委員会事務局教育総務企画課・教育振興室高等学校課
■改正の理由

(1) 一般競争入札の入札参加資格の設定に際し外部有識者の意見を聴くしくみの確立
　・一般競争入札においては、地方自治法施行令第167条の５の２の規定により入札参加者に制限を加えることが認められているが、現在、総合評価一般競争入札（地方自治法施行令第167条の10の２）を除いて、案件ごとの入札参加資格は全て行政内部で決定。公正性、透明性及び競争性の確保のため必要が生じた場合に専門的知見を得るしくみが不存在
・一定以上の技術力が求められる一般競争入札の適正な運用には、事業者の技術力を適切に評価し得る項目及び点数の設定が極めて重要（設定が不適切又は恣意的な場合は、入札参加者数の減少、新規参入の障壁、最悪の場合は不祥事を招く恐れがある。）

・このため、評価項目及び点数の設定にあたって外部有識者の意見を聴くことが必要であると判断
(2)地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法律（平成26年法律第83号）により歯科技工士法が平成27年４月１日に施行されることに伴い、歯科技工士国家試験の実施主体が都道府県知事から厚生労働大臣に変更されるため、規定の整備を行う。

(3)事業の名称の変更に伴い、大阪府進学指導特色校評価審議会の名称を変更する。

(4)地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）の一部が改正されることに伴い、所要の改正を行う。
■改正の内容

(1)①大阪府建設工事等総合評価審査会の担任事務に、入札参加資格を適正に定めるため必要な事項（具体的には①評価項目 ②評価項目の点数 ③入札に参加する者に必要な基準点の策定に関することが該当）についての審査に関する事務を追加する。

②附属機関の名称について、大阪府建設工事等総合評価審査会から大阪府建設工事総合評価等審査会に変更する。

(2)別表第１第１号の知事の附属機関から大阪府歯科技工士試験委員を削除する。

(3)別表第１第２号の「大阪府進学指導特色校評価審議会」の名称を「大阪府グローバルリーダーズハイスクール評価審議会」に改める。

(4)別表第１第３号の「大阪府教育行政評価審議会」が担任する事務の内容を、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第27条第１項」を「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法律第76号）附則第２条第２項の規定によりなおその効力を有するものとされた同法による改正前の地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第27条第１項」に改め、さらに「地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和31年法律第162号）第26条第１項」に改める。
■施行期日
(1)公布の日
（理由）平成27年度の実施内容についての意見聴取を１月下旬から行う見込みであり、速やかに施行する必要があるため。

(2)(3)平成27年４月１日

（理由）(2)歯科技工士法の改正と施行期日と合わせるため。(3)平成23年度からの進学指導特色校としての指定期間が終了し、平成27年度からグローバルリーダーズハイスクールとしての３年間の再指定期間を開始するため。 
(4)平成27年４月１日及び規則で定める日

（理由）地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律（平成26年法律第76号）の施行日に合わせるため。地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の経過措置として、附則第２条第１項に規定に基づき、現行法の下で任命された教育長は、委員としての任期が満了（辞職、罷免等により欠けた場合を含む）する日までの間は、在職することとなっているため。

■政策アセスメント・制度間調整
・附属機関の名称変更に伴い、大阪府建設工事等総合評価審査会規則についても所要の改正を行う。
・大阪府歯科技工士試験委員会規則（昭和57年大阪府規則第12号）の廃止[image: image1.png]
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